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在
来
的
売
薬
明
治
政
府
の
在
来
的
売
薬
に
対
す
る
認
識
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
政
策
思
想
は
、
微
妙
な
変
化
を
ふ
く
象
な
が
ら

へ
の
不
信
も
、
基
本
的
に
は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
の
「
売
薬
法
」
制
定
ま
で
貫
か
れ
、
そ
の
後
も
根
強
く
持
ち
越
さ
れ
た
。

そ
れ
は
売
薬
そ
れ
自
体
と
そ
れ
を
扱
う
営
業
者
・
請
売
者
・
行
商
者
に
対
す
る
強
い
不
信
と
蔑
視
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
使
用
す
る
庶
民

を
「
無
知
瞭
昧
」
と
す
る
決
め
つ
け
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
西
洋
医
学
の
全
面
的
な
受
け
入
れ
と
漢
法
医
学
の
軽
視
な
い
し
は
否
定
と
い
う

明
治
政
府
の
医
療
政
策
理
念
が
働
い
て
い
た
。

た
だ
西
洋
医
学
に
も
と
づ
く
医
療
体
制
が
未
成
熟
で
あ
り
、
ま
た
庶
民
が
こ
れ
に
依
存
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
貧
困
で
あ
っ
た
が
た
め

に
、
「
無
害
」
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧
来
の
慣
習
で
も
あ
る
の
で
、
大
目
に
み
よ
う
と
い
う
「
無
害
無
効
」
主
義
が
、
と
き
と
し
て
は

「
有
害
無
効
」
と
し
て
こ
れ
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
方
向
す
ら
も
織
り
込
承
つ
つ
、
売
薬
行
政
の
基
調
と
し
て
貫
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
が
「
売
薬
規
則
」
、
「
売
薬
検
査
心
得
」
に
よ
る
強
力
な
取
り
締
り
と
、
「
売
薬
印
紙
税
」
に
よ
る
重
税
で
あ

じつ

た
。

こ
の
よ
う
な
売
薬
認
識
を
当
時
の
政
府
関
係
の
文
書
を
し
て
語
ら
し
め
れ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
四
章
大
和
売
薬
の
近
代
化

１
売
薬
行
政
と
そ
の
思
想
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同
じ
一
八
八
二
年
に
福
沢
諭
吉
の
主
宰
す
る
『
時
事
新
報
』
が
、
売
薬
を
使
用
す
る
こ
と
は
「
水
を
呑
む
に
均
し
」
と
世
論
を
「
啓

蒙
」
し
て
、
業
者
か
ら
告
訴
さ
れ
る
と
い
う
象
徴
的
な
事
件
も
お
こ
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
売
薬
業
界
か
ら
、
そ
の
存
立
を
か
け
た
必
死
の
反
論
が
提
起
さ
れ
た
。

売
薬
業
界
の
反
論

『
奈
良
県
薬
業
史
』
資
料
編
一
七
六
頁
の
「
売
薬
規
則
改
正
歎
願
書
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
蔦
上
郡
今
住
村
雨
軸
）

を
中
心
と
す
る
一
二
人
の
業
者
が
連
名
で
「
之
ヲ
新
聞
二
見
、
又
之
ヲ
要
路
二
聴
ク
、
日
ク
売
薬
ハ
有
害
物
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
レ
ニ
重
税

ヲ
課
ス
ル
ハ
所
謂
禁
止
税
ナ
リ
ト
、
是
し
全
ク
無
稽
妄
想
ノ
説
ニ
シ
テ
、
決
シ
テ
賢
明
ナ
ル
吾
ヵ
当
路
大
臣
ノ
深
意
ニ
ァ
ラ
ス
ト
錐
モ
、

本
願
ノ
要
旨
ヲ
述
ル
ー
当
テ
ハ
イ
サ
サ
カ
之
二
対
シ
テ
弁
駁
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
…
…
」
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
論
弁
」
し
て
い
る
。

ま
ず
、
「
売
薬
検
査
心
得
」
に
よ
れ
ば
、
「
好
商
野
師
ノ
輩
、
劇
薬
ヲ
配
合
シ
敗
薬
ヲ
修
飾
シ
、
夢
想
卜
唱
へ
託
宣
ト
称
シ
、
愚
夫
愚
婦

ヲ
塁
惑
シ
テ
利
ノ
具
卜
ナ
シ
…
…
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
有
害
無
効
主
義
と
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も
、
一
八
八
二
年

（
明
治
一
五
）
、
売
薬
印
紙
税
制
度
創
設
に
際
し
て
の
内
務
卿
・
大
蔵
卿
の
太
政
大
臣
宛
の
伺
書
で
は
、
「
売
薬
ノ
無
害
無
能
ニ
シ
テ
日
用
ノ

要
品
ニ
ア
ラ
サ
ル
儀
〈
、
今
更
申
ス
マ
テ
モ
コ
レ
ナ
ク
、
其
ノ
利
益
ノ
過
多
ナ
ル
多
キ
ハ
十
数
倍
、
少
キ
モ
数
倍
ヲ
下
ラ
ス
…
」
と
い
つ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
調
子
で
あ
っ
た
。

て
の
売
薬
に
対
す
る
重
税
の
正
当
化
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
府
の
売
薬
に
対
す
る
姿
勢
は
、
よ
り
基
本
品

そ
れ
は
単
な
る
売
薬
へ
の
不
信
ば
か
り
で
は
な
く
、
行
商
費
用
や
未
使
用
売
薬
の
回
収
・
廃
棄
の
コ
ス
ト
を
無
視
し
、
業
者
が
一
’
ク
ス

リ
九
層
倍
」
的
な
暴
利
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
る
と
い
う
事
態
の
歪
曲
の
う
え
に
立
っ
た
、
「
松
方
デ
フ
レ
」
時
代
の
租
税
政
策
の
一
環
と
し

よ
り
基
本
的
に
は
維
新
以
来
の
一
‐
脱
亜
入
欧
」
的
な
文
明
開
化
思
想
と
関
連
づ
け
ら
れ
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以
上
の
業
界
の
反
論
な
い
し
抗
議
は
、
た
し
か
に
売
薬
の
一
‐
無
害
」
性
を
間
接
的
に
立
証
し
、
か
つ
近
代
的
医
療
制
度
２

つ
き
つ
つ
、
そ
の
存
在
理
由
を
主
張
し
て
は
い
る
も
の
の
、
科
学
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
有
効
性
の
証
明
を
欠
い
て
い
る
た
め
、

導
的
世
論
の
方
向
を
大
き
く
変
え
る
力
に
乏
し
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

現
実
に
取
り
締
り
は
き
び
し
く
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
○
）
の
大
阪
府
知
事
宛
の
検
査
願
に
対
し
て
、
一
‐
劇
薬
」
な
い
し
は
一
’
新
薬
ニ

シ
テ
ソ
ノ
効
能
確
知
シ
難
」
い
が
有
害
の
お
そ
れ
あ
り
と
し
て
「
ヤ
ポ
ラ
ン
ジ
」
・
「
ア
ン
チ
ヘ
ブ
リ
ン
散
」
・
「
ザ
ル
ヂ
ル
散
」
・
「
コ
ロ

シ
キ
ュ
ム
エ
キ
ス
」
・
「
ヒ
ョ
ス
エ
キ
ス
」
愈
延
州
蓉
郵
も
）
な
ど
が
「
願
ノ
趣
聴
キ
難
シ
」
と
し
て
不
許
可
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
薬
局

右
の
三
点
は
売
薬
の
有
効
無
害
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
売
薬
の
有
益
で
あ
る
こ
と
は
つ
ぎ
の
事
情
に
よ
っ
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

④
売
薬
使
用
者
の
多
く
は
農
山
漁
村
に
居
住
し
、
そ
の
収
入
の
季
節
変
動
は
大
き
い
。
発
病
し
て
『
家
一
二
銭
ノ
貯
ナ
キ
差
配
置
薬
に
よ
っ
て
そ
の
患

⑤
と
く
に
山
村
は
医
師
が
少
く
、
・
一
‐
甚
シ
キ
ハ
四
方
十
余
里
絶
テ
ナ
キ
所
」
も
あ
る
。
配
置
薬
が
な
け
れ
ば
そ
の
危
急
を
救
う
道
は
な
い
。

⑥
都
会
地
に
お
い
て
も
「
中
等
以
下
ノ
人
」
は
至
近
に
医
療
施
設
が
あ
っ
て
も
薬
価
の
ほ
か
に
診
察
料
を
必
要
と
し
、
こ
れ
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

二
苦
病
ヲ
免
」
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
は
症
状
が
進
む
お
そ
れ
が
あ
る
。

③
近
年
同
業
者
が
増
加
し
、
競
争
が
激
化
し
て
い
る
か
ら
、
御

い
の
承
な
ら
ず
、
競
争
に
敗
れ
て
損
失
を
招
く
こ
と
と
な
る
。

②
配
置
売
薬
は
半
年
な
い
し
一
年
前
に
預
け
て
お
い
て
服
用
の
分
の
承
代
価
を
と
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
有
害
無
効
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
代
金
を
支
払
っ

て
も
ら
え
な
い
し
、
た
と
え
支
払
い
を
受
け
て
も
そ
の
後
服
用
す
る
は
ず
は
な
い
。

苦
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。

①
売
薬
の
新
規
営
業
者
や
五
か
年
継
続
営
業
者
は
必
ず
官
の
検
査
を
受
け
て
い
る
。
た
と
え
－
．
万
中
一
二
」
の
無
効
品
が
あ
っ
て
も
、
有
害
な
も
の
が
あ

る
は
ず
は
な
い
。

製
剤
の
改
良
を
進
め
ざ
る
を
え
ず
、
有
害
無
効
の
薬
を
預
け
て
置
く
こ
と
は
何
ら
実
益
が
な

か
つ
近
代
的
医
療
制
度
の
立
ち
遅
れ
を

証
明
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
政
府
や
指 時
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ま
た
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
）
制
定
の
一
‐
同
業
組
合
準
則
」
に
も
と
づ
く
い
わ
ゆ
る
準
則
組
合
の
設
立
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
奈

良
県
再
置
県
の
直
前
一
八
八
八
年
（
明
治
二
○
）
、
大
和
国
添
上
郡
奈
良
今
在
家
町
藤
井
吉
平
ほ
か
一
四
人
が
総
代
と
な
っ
て
当
時
の
大
阪

府
知
事
に
提
出
し
た
「
奈
良
市
街
接
続
町
村
売
薬
営
業
者
売
薬
受
売
者
申
合
規
約
」
に
も
と
づ
く
大
阪
府
下
大
和
国
奈
良
部
売
薬
営
業
者

組
合
の
設
立
申
請
に
対
す
る
同
年
九
月
二
八
日
付
の
知
事
回
答
は
「
書
面
ノ
趣
聴
置
ク
、
但
シ
明
治
一
八
年
本
府
甲
第
四
六
号
布
達
同
業

ま
た
こ
の
歎
願
書
の
最
終
的
目
標
で
あ
っ
た
売
薬
印
紙
税
の
修
正
も
無
視
さ
れ
、
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
か
ら
の
ち
に
ゑ
る
よ
う

な
形
で
施
行
さ
れ
、
そ
の
廃
止
は
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
と
半
世
紀
近
く
こ
の
重
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

産
業
政
策
か
以
上
の
よ
う
な
政
府
の
売
薬
観
か
ら
す
れ
ば
、
売
薬
業
界
に
対
す
る
施
策
は
取
り
締
り
と
重
税
が
中
心
と
な
る
こ
と

ら
の
疎
外
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
保
健
衛
生
上
の
配
慮
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
産
業
政
策
の
対
象
と
し
て
売
薬
業

界
を
位
置
づ
け
、
そ
の
成
長
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
振
興
を
は
か
る
と
い
う
発
想
が
介
在
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

法
で
認
め
ら
れ
、
ま
も
な
く
許
可
さ
れ
る
に
至
っ
た
新
薬
ま
で
が
、
こ
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
る
ほ
ど
無
効
無
害
主
義
は
徹
底
し
、
歎
願

書
の
い
う
売
薬
を
「
有
害
物
」
視
す
る
根
強
い
偏
見
が
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
許
可
さ
れ
て
い
た
新
薬
は
「
サ
ン
ト

ニ
ン
」
・
「
キ
ニ
ー
ネ
」
・
「
硫
酸
亜
鉛
」
・
コ
グ
ネ
シ
ア
」
・
「
シ
ン
コ
ニ
ー
ネ
」
ぐ
ら
い
な
も
の
で
あ
り
、
業
界
必
死
の
開
発
努
力
は
大
き

が
で
き
よ
う
。

く
阻
害
さ
れ
て
い
た
。

組
合
準
則
ノ
範
囲
外
ト
心
得
へ
シ
」
で
あ
っ
た
。

・
製
茶
・
蚕
糸
に
限
ら
れ
て
い
た
。

再
置
県
直
後
の
奈
良
県
会
が
、
地
方
財
源
を
も
っ
て
一
‐
物
産
改
良
・
実
業
奨
励
」
を
進
め
る
た
め
に
お
こ
な
っ
た
建
議
の
対
象
は
織
物
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大和売薬の近代化第4章

で
あ
り
、
一
種
の
同
業
組
合
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
て
も
政
策
的
な
支
援
と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
同
業
組
合
準
則
」
の
発
展
と
し
て
一
八
九
七
年
（
明
治
三
○
）
に
制
定
さ
れ
た
「
重
要
輸
出
品
同
業
組
合
法
」
の
対
象
と
し
て

売
薬
が
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
当
然
と
し
て
、
そ
の
内
需
部
門
へ
の
拡
大
で
あ
る
一
九
○
○
年
（
明
治
三
三
）
の
「
重
要
物
産
同
業
組
合

法
」
の
対
象
業
種
も
、
奈
良
県
で
は
綿
布
・
交
織
麻
布
・
蚊
帳
・
素
麺
・
酒
造
・
蚕
糸
・
肥
料
・
醤
油
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
も
売
薬
の
名

業
を
、
粗
製
濫
造
や
乱
売
を
取
り
締
る
こ
と
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
、
そ
の
発
展
を
は
か
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
じ
趣
旨
か
ら
奈
良
県
が
県
内
の
主
要
産
業
の
振
興
と
そ
の
た
め
の
統
制
の
た
め
に
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
か
ら
は
じ
め
た
各

「
取
締
規
則
」
で
も
、
後
に
み
る
と
お
り
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
に
「
生
薬
業
組
合
取
締
規
則
」
癖
錘
郵
迩
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
売

薬
は
そ
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
前
記
の
よ
う
に
法
的
な
裏
付
け
の
な
い
地
域
別
の
任
意
組
織
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
ち
な
承
に
一
八
八
七
年
（
明
治
二
○
）
創
立
の
貫
盛
社
や
後
出
の
三
光
丸
団
社
は
老
舗
製
薬
家
を
項
点
と
し
た
生
産
・
販
売
の
組
織

法
」
の
対
量
象
業
《

は
見
出
せ
な
い
。

一
方
で
再
置
県
の
当
初
か
ら
、
一
凹
奈
良
県
統
計
書
』
に
は
租
税
統
計
の
な
か
に
一
‐
売
薬
税
」
（
売
薬
営
業
税
と
売
薬
印
紙
税
の
合
計
）
の
項
目

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
県
警
察
部
の
『
衛
生
統
計
年
報
』
に
は
一
八
九
○
年
代
か
ら
売
薬
の
方
数
・
売
薬
営
業
者
・
請
売
者
・
行
商

人
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
一
九
○
五
年
（
明
治
三

は
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

産
業
政
策
の
視
点
か
ら
は
無
視
さ
れ
、
重
税
と
取
り
締
り
の
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
当
時
の
売
薬
の
地
位
を
は
っ
き
り
と
示
す
事
実
で

こ
の
準
則
組
合
は
松
方
デ
フ
レ
に
よ
る
不
況
下
に
、
輸
入
品
攻
勢
と
旧
幕
時
代
の
同
業
組
合
的
規
制
を
は
ず
さ
れ
て
混
乱
す
る
在
来
産

九
○
五
年
（
明
治
三
八
）
に
出
さ
れ
た
『
県
治
ノ
概
要
』
癖
瀧
剥
嬬
報
画
識
錨
浮
）
の
な
か
の
工
業
生
産
物
の
リ
ス
ト
で
も
売
薬
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あ
ろ
う
。

年
代
（
明
治
二
四
か
ら
）
に
入
っ
て
の
製
薬
業
界
の
発
展
と
近
代
化

売
薬
観
が
次
第
に
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い

鷺
吻
照
星
汎
う
皮
肉
な
こ
と
に
、
無
害
無
効
主
義
に
風
穴
を

大
和
売
薬
同
業
組
合
が
農
商
務
大
臣
か
ら
認
可
さ
れ
る
の
は
、
明
治
も
末
の
一
九
三
年
（
明
治
四
四
）
で
あ
り
、
そ
の
前
年
次
か
ら

や
っ
と
『
奈
良
県
統
計
書
』
に
「
売
薬
」
に
つ
い
て
の
統
計
が
掲
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
じ
め
て
大
和
売
薬
は
「
産
業
」
と
し
て
認
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
至
る
過
程
は
、
以
下
に
ゑ
る
よ
う
な
一
八
九
○

年
代
（
明
治
一
西
か
ら
）
に
入
っ
て
の
製
薬
業
界
の
発
展
と
近
代
化
が
消
費
者
で
あ
る
庶
民
の
根
強
い
支
持
の
う
え
に
進
め
ら
れ
、
政
府
の

す
で
に
強
力
な
取
り
締
り
と
重
税
の
下
で
衰
微
し
つ
つ
あ
る
大
和
売
薬
の
回
生
を
求
め
て
、
高
取
町
の
製
薬
家
た
ち
の
間
で
は
陸
軍
軍

医
総
監
の
処
方
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
一
九
○
五
年
（
明
治
三
八
）
に
南
捨
次
郎
は
陸
軍
軍
医
総
監
松
本
良
順
の
処
方
に
よ

る
「
シ
ベ
リ
ア
風
薬
」
な
ど
一
○
数
方
に
松
本
の
半
身
像
の
商
標
を
つ
け
て
販
売
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
南
は
一
九
一
○
年
（
明
治
四
三

こ
れ
に
先
き
立
ち
、
日
清
戦
争
や
訟
響
）
に
際
し
て
、
の
ち
に
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
創
始
者
の
一
人
と
な
る
薬
種
商
兼
売
薬
営
業

者
西
川
清
保
は
第
四
師
団
（
大
阪
）
の
酒
保
付
御
用
と
し
て
戦
地
に
向
っ
た
緬
翠
理
癒
一
家
癖
睡
。

同
様
の
こ
と
は
他
の
産
地
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
佐
賀
県
田
代
の
「
奇
神
丹
」
の
場
合
は
兵
姑
司
令
部
か
ら
大
量
の
注
文
を
受
け
「
軍

用
薬
」
に
指
定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
露
謹
製
‐
壷
定
坤
郵
震
確
到
）
。

在
来
的
和
漢
薬
に
対
す
る
民
間
の
根
強
い
信
頼
と
そ
れ
を
使
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
的
経
済
的
な
事
情
が
あ
っ
た
の
に
加
え

る
一
‐
シ
ベ
リ
ア
風
薬
」
な
ど
一
○
趣

に
日
本
売
薬
株
式
会
社
を
設
立
し
、

無
効
無
害
か
ら

有
効
無
害
へ

に
指
定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
感
率
郵
弄
遅
櫓
旭
球
需
確
薬
）
。

し
た
は
ず
の
軍
部
で
あ
っ
た
。

そ
の
社
長
と
な
っ
た
。

無
害
無
効
主
義
に
風
穴
を
あ
け
た
の
は
、
率
先
し
て
西
洋
医
学
を
受
け
入
れ
、
漢
法
医
学
を
一
否
定
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と何
「
売
薬
込

近の蓉
薬
・
水
毒

認
あ
っ
た
。

章
法
第
二
条
で
は
売
薬
の
免
許
を
地
方
長
官
か
ら
受
け
る
場
合
に
日
本
藻
屑
法
に
託
潮
の
な
し
原
瀧
湿
を
侭
月
１
Ｊ
ぅ
と
す
Ｚ
と
き

４第
は
、
そ
の
見
本
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
、
ま
た
四
条
で
は
「
毒
薬
・
劇
薬
及
ビ
其
ノ
性
状
又
〈
配
伍
結
果
ニ
ョ
リ
危
害

て
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
に
は
日
本
薬
局
法
が
制
定
さ
れ
、
洋
薬
を
も
ふ
く
め
た
新
原
薬
使
用
の
新
製
品
の
進
出
や
既
成
処
方
の

改
良
が
あ
り
、
ま
た
業
界
で
も
濫
売
や
誇
大
宣
伝
あ
る
い
は
各
種
の
不
正
行
為
の
自
主
的
な
規
制
体
制
が
整
え
ら
れ
、
「
売
薬
」
に
対
す

る
信
用
が
高
ま
っ
た
と
い
う
事
情
が
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
と
承
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
機
と
し
て
政
府
の
売
薬
に
対
す
る
態
度
に
は
徴
妙
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
、
一
九
○
九
年
（
明
治
四
三
）
に
は
部
分
的
に
も
せ
よ
、

そ
の
有
効
性
を
認
知
す
る
政
府
関
係
文
書
も
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
れ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
き
の
「
歎
願
書
」
に
み
た
売
薬
業
者
の
抗
議
と
主
張
は
よ
う
や
く
行

は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
の
「
売
薬
法
」
制
定
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

コ
ト
ハ
至
難
ナ
ル
ヘ
シ
ト
錐
モ
、
圭

能
ア
ル
モ
ノ
タ
ラ
サ
ル
ヘ
ヵ
ラ
ス
」

「
売
薬
ナ
ル
モ
ノ
ハ
多
ク
ハ
患
者
又
〈
其
ノ
家
人
等
自
ラ
其
病
症
ヲ
推
測
シ
、
効
能
書
ニ
依
り
之
ヲ
使
用
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
ー
ズ
而
モ
其
ノ
描
捌
《
多
ク

ノ
疾
病
二
就
テ
ハ
容
易
二
適
中
ヲ
期
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
適
当
ノ
時
期
二
之
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
ョ
リ
、
完
全
二
治
療
ノ
功
ヲ
奏
セ
ム

コ
ト
ハ
至
難
ナ
ル
ヘ
シ
ト
錐
モ
、
幸
二
其
ノ
推
利
適
中
シ
、
旦
シ
適
当
ナ
時
期
二
使
用
シ
タ
リ
ト
セ
ム
ヵ
、
効
能
書
二
記
載
セ
ル
病
症
二
関
シ
相
当
ノ
効

こ
の
「
売
薬
法
」
は
そ
れ
ま
で
の
無
効
無
害
主
義
か
ら
決
別
し
、
有
効
無
害
主
義
へ
の
政
策
思
想
の
転
換
を
明
白
に

一
法
」
の
成
立

う
ち
出
す
と
と
も
に
、
薬
品
の
原
料
、
調
整
を
科
学
的
根
拠
に
も
と
づ
い
て
厳
密
に
規
制
し
、
「
丸
薬
・
膏
薬
・
煉

薬
・
散
薬
・
煎
薬
等
、
家
法
ヲ
以
テ
合
剤
」
し
た
も
の
と
す
る
「
売
薬
規
則
」
以
来
の
伝
統
的
定
義
を
明
白
に
否
定
す
る
も
の
で

に
み
た
き
欠
圭
課
梨
秀
幸
宅
の
婆
釧
裂
翻
ル
ー
、
王
悲
李
個
よ
う
ヰ
；
く
絹
轡
幽
型
三
后
力
陽
罰
皿
混
一
陽
一
、
亦
嶋
Ｉ
混
一
そ
α
て
，
汐
一
そ
昂
ｌ
可
鼎
、
才

（
評
瀬
峰
輝
醒
課
姪
訓
）
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す
る
記
事
、
虚
偽
誇
大
の
証
明
、
ま
た
は
医
師
そ
の
ほ
か
の
者
が
効
能
を
保
証
し
た
と
誤
解
さ
せ
る
よ
う
な
記
事
、
医
治
の
無
効
を
暗
示

し
、
あ
る
い
は
暗
に
医
師
を
誹
誇
す
る
よ
う
な
記
事
を
広
告
し
た
り
添
付
・
配
布
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
も
加
え
ら
れ
た
。

こ
の
第
六
条
と
そ
の
経
過
規
定
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
馳
け
込
承
免
許
」
を
増
大
さ
せ
た
。
『
奈
良
県
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
営

こ
れ
ら
の
条
文
は
、
売
薬
は
科
学
的
合
理
性
を
も
ち
、
無
害
で
あ
る
雷

府
が
認
め
、
そ
れ
を
保
証
す
る
た
め
の
規
定
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
ｃ

た
。

お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
法
第
六
条
で
は
一
薬
剤
師
・
薬
剤
師
ヲ
使
用
ス
ル
者
又
一

し
、
従
来
の
よ
う
な
「
家
伝
」
に
よ
る
調
剤
を
禁
止
し
て
い
る
。

ノ
指
定
薬
品
」
を
ふ
く
ま
な
い
も
の
は
従
来
ど
お
り
と
さ
れ
た
＆

こ
れ
に
対
応
し
て
、
売
薬
営
業
者
に
対
し
て
は
、
き
び
し
い
自
主
規
制
が
求
め
ら
れ
、
効
能
に
つ
い
て
は
一
‐
文
書
・
言
語
其
ノ
他
何
等

ノ
方
法
ヲ
以
テ
ス
ル
ヲ
問
ハ
ス
」
免
許
事
項
以
上
に
誇
張
し
て
公
示
し
て
は
な
ら
ず
、
狼
せ
つ
記
事
ま
た
は
図
書
や
避
妊
・
堕
胎
を
暗
示

ヲ
生
ズ
ル
」
お
そ
れ
の
あ
る
薬
品
は
原
則
と
し
て
使
用
禁
止
で
あ
る
が
、
「
其
ノ
用
法
・
用
量
ニ
ョ
リ
行
政
官
庁
二
於
テ
危
害
ヲ
生
ス
ル
」
卯

法
二
四
条
で
は
輸
入
販
売
業
者
と
法
人
以
外
は
、
法
公
布
時
に
営
業
者
で
あ
る
も
の
は
、
一
代
限
り
、
従
来
通
り
売
薬
の
調
整
・
販
売

ま
た
法
公
布
前
に
免
許
を
受
け
て
い
た
売
薬
に
つ
い
て
も
、
法
二
五
条
に
よ
っ
て
一
‐
毒
薬
・
劇
薬
又
〈
薬
品
営
業
並
二
薬
品
取
扱
規
則

し
か
し
、
そ
れ
は
在
来
的
売
薬
や
売
薬
営
業
者
の
存
在
を
た
だ
ち
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
経
過
規
定
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い

一
薬
剤
師
・
薬
剤
師
ヲ
使
用
ス
ル
者
又
〈
医
師
二
非
サ
レ
ハ
売
薬
ヲ
調
整
シ
テ
販
売
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定

無
害
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
有
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
政



第4章大和売薬の近代化

無
免
許
売
薬
ま
た
は
免
許
ど
お
り
の
原
料
を
使
用
し
な
い
売
薬
を
調
整
・
販
売
し
た
も
の
や
、
第
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
も
の
は
五

○
○
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
前
記
の
宣
伝
な
ど
に
つ
い
て
の
禁
止
事
項
に
違
反
し
た
も
の
は
、
二
○
○
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
き
び
し
さ

で
あ
っ
た
。
ま
た
一
九
二
一
年
（
大
正
一
○
）
の
内
務
省
令
で
は
、
請
け
売
り
営
業
者
や
行
商
者
に
違
法
行
為
の
あ
っ
た
と
き
は
営
業
禁
止

ま
た
は
停
止
、
そ
の
行
商
者
が
売
薬
営
業
者
ま
た
は
請
け
売
り
営
業
者
の
「
売
子
」
で
あ
っ
た
場
合
に
は
当
該
営
業
者
お
よ
び
そ
の
「
売

検
査
基
準
一
‐
売
薬
法
」
制
定
に
と
も
な
う
無
害
有
効
主
義
へ
の
転
換
は
当
然
な
が
ら
検
査
基
準
の
見
な
お
し
を
必
要
と
す
る
。

へ
の
要
望
す
で
に
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
大
和
売
薬
同
業
組
合
は
「
現
行
ノ
売
薬
検
査
心
得
二
対
シ
近
ク
著
大
ノ
改
正
ヲ

加
へ
以
テ
売
薬
取
締
上
ノ
方
針
ヲ
確
定
セ
ラ
ル
ヘ
キ
意
向
ヲ
有
セ
ラ
レ
ル
趣
」
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
を

子
」
の
営
業
を
禁
止
ま
た
は
停
止
、
ま
た
行
商
者
が
売
薬
営
業
者
ま
た
は
請
け
売
り
営
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
属
す
る
全
売
子

の
営
業
の
禁
止
ま
た
は
停
止
を
命
じ
る
権
限
を
地
方
長
官
に
与
え
て
い
る
。

来
営
業
」
す
な
わ
ち
法
公
布
以
前
に
免
許
を
受
け
た
方
剤
で
あ
っ
た
。

政
府
に
陳
情
し
て
い
る
（
鴇
識
擬
露
蕊
鍋
維
ハ
）
。

た 業
者
の
数
は
一
九
二
年
（
明
治
四
四
）
の
六
九
○
人
か
ら
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
に
は
七
七
九
人
へ
と
急
増
し
、
大
正
期
を
通
じ
て
の

ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
方
数
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
ゑ
ら
れ
る
（
騨
撚
癖
鍛
鍵
聡
料
）
。

ま
た
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
な
っ
て
も
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
構
成
員
の
免
許
方
剤
九
三
三
九
方
の
う
ち
、
五
○
八
○
方
は
「
従

①
「
和
漢
薬
中
有
毒
ノ
称
ア
ル
薬
品
ニ
シ
テ
其
毒
薬
タ
ル
ヲ
証
明
シ
タ
ル
モ
ノ
並
二
其
性
効
不
明
ナ
ル
モ
ノ
ハ
総
テ
之
ヲ
許
可
セ
ス
」
の
規
定
は
、
和
漢

こ
の
よ
う
な
一
‐
売
薬
法
」
が
業
界
の
近
代
化
を
推
進
す
る
テ
コ
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
、
一
面
で
強
力
な
取
り
締
り
を
必
要
と
し
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こ
の
よ
う
な
要
望
は
各
産
地
か
ら
も
提
起
さ
れ
、
一
‐
売
薬
法
」
施
行
後
も
根
強
く
残
る
無
効
無
害
主
義
へ
の
抵
抗
が
相
次
い
だ
。
そ
れ

ら
の
集
約
と
し
て
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
一
○
月
、
奈
良
市
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
全
国
売
薬
業
団
体
連
合
大
会
で
、
「
売
薬
検
査
心

得
改
正
案
二
対
ス
ル
総
合
的
意
見
之
要
項
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
議
案
が
議
決
さ
れ
た
燕
娠
考
試
）
。

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

要
は
ま
だ
残
存
し
て
い
る
無
害
無
効
主
義
や
和
漢
薬
軽
視
を
一
掃
す
る
と
い
う
主
張
と
、
同
業
組
合
的
統
制
強
化
志
向
が
共
存
し
て
い

②
「
性
効
不
明
」
で
は
あ
る
が
古
来
漢
法
医
や
民
一
間
で
使
用
し
、
文
献
に
も
明
ら
か
で
あ
る
和
漢
薬
は
成
分
が
不
明
国
あ
っ
て
も
許
可
し
て
も
よ
い
。

③
「
数
品
の
配
伍
二
由
テ
有
害
ノ
物
質
ヲ
生
ス
ル
恐
ア
ル
モ
ノ
並
二
分
解
シ
腐
敗
シ
易
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
許
可
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
配
伍
禁
忌
は
す
で
に

璽
元
薬
法
」
で
規
定
し
て
あ
る
う
え
に
、
そ
れ
は
実
際
に
は
分
解
の
一
種
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
分
解
に
よ
っ
て
効
能
減
退
や
有
害
物
質
の
発
生
の

お
そ
れ
の
な
い
も
の
や
、
適
当
な
貯
蔵
装
置
や
貯
蔵
期
間
の
限
定
に
よ
っ
て
腐
敗
・
分
解
を
防
止
で
き
る
場
合
に
は
適
用
を
除
外
す
る
方
が
よ
い
。

④
「
有
力
薬
品
ノ
内
用
剤
〈
尋
常
医
用
一
回
ノ
中
等
量
ヲ
以
テ
ー
日
篭
ト
ナ
ス
者
二
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
許
可
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
い
た
ず
ら
に
危
害
を
お

そ
れ
る
あ
ま
り
薬
効
が
十
分
に
発
揮
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
一
般
に
は
中
等
量
を
超
え
な
い
と
の
承
規
定
し
、
特
定
の
薬
品
に
限
っ
て
用

薬
に
限
る
。
も
の
で
は
な
く
、
一
般
の
薬
品
に
も
適
用
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
一
‐
有
毒
ノ
称
」
の
な
い
薬
品
で
実
際
有
毒
の
一
、
も
の
一
が
、
適
用
除
外
さ
れ
る
お

⑥
疾
病
予
防
剤
や
皮
腐
病
薬
な
ど
も
売
薬
法
に
よ
っ
て
取
り
締
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤
｜
‐
用
法
ヲ
誤
ル
ー
由
テ
危
険
害
一
一

え
ば
二
日
分
を
一
瓶
に
収
め
て
言

効
の
問
題
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

④
吸
入
剤
の
禁
止
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤
「
用
法
ヲ
誤
ル
ー
由
テ
危
険
害
ヲ
招
ク
ノ
恐
ア
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
許
可
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
単
に
劇
薬
や
有
力
薬
品
に
つ
い
て
の
象
で
は
な
く
、
た
と

え
ば
二
日
分
を
一
瓶
に
収
め
て
一
回
分
ご
と
の
区
画
表
示
の
な
い
も
の
な
ど
は
、
す
べ
て
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
。
危
害
の
お
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
薬

そ
れ
が
あ
る
。

量
制
限
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。
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近
こ
れ
ら
は
、
同
じ
大
会
の
第
六
号
議
案
の
四
で
承
る
よ
う
に
、
｜
‐
近
時
売
薬
ノ
需
要
激
増
セ
ル
真
因
〈
売
薬
自
体
ノ
向
上
ト
相
マ
ッ
テ
、

の隷
漸
ク
売
薬
ノ
真
価
ヲ
社
会
が
認
識
セ
ル
ノ
反
映
ト
称
ス
ヘ
キ
ナ
リ
、
故
二
売
薬
ヲ
理
解
ス
ル
コ
ト
遥
カ
ニ
往
時
ノ
比
二
非
サ
ル
ナ
リ
、
然

魂
ル
ー
売
薬
ノ
許
否
ヲ
決
ス
ル
最
モ
重
要
ナ
ル
売
薬
検
査
心
得
ナ
ル
内
務
省
訓
令
〈
、
未
タ
衛
生
思
想
幼
稚
ニ
シ
テ
医
薬
売
薬
ニ
充
分
ナ
ル

章
理
解
ナ
ク
、
タ
メ
ニ
売
薬
ノ
内
容
ヲ
甚
タ
危
険
視
シ
タ
ル
時
代
即
チ
明
治
一
九
年
三
月
ノ
発
布
ニ
シ
テ
、
之
ニ
ョ
リ
テ
今
猶
売
薬
本
来
ノ

４第
性
質
上
最
モ
必
要
ナ
ル
ヘ
キ
薬
品
ト
錐
モ
、
僅
二
作
用
後
速
ノ
故
ヲ
以
テ
劇
薬
ト
イ
ヘ
ハ
ホ
ト
ン
ト
許
可
セ
サ
ル
ノ
方
針
タ
ル
ハ
甚
タ
遣

大和売薬の近代化

⑥
外
用
薬
の
容
量

⑤
内
用
薬
の
容
器
・
容
量
の
自
由
化
。

④
外
用
薬
の
制
限
緩
和
。

売
薬
の
効
能
を
的
確
に
す
る
た
め
、
普
通
薬
の
配
伍
範
囲
を
さ
ら
に
拡
張
し
、
医
用
量
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。

③
和
漢
薬
を
尊
重
し
て
利
用
の
途
を
開
き
、
そ
の
許
可
範
囲
を
拡
張
す
べ
き
で
あ
る
。

国
産
品
奨
励
の
意
味
か
ら
も
、
普
通
医
用
量
を
も
っ
て
許
可
す
べ
き
で
あ
る
。
以
前
か
ら
の
民
間
薬
で
あ
る
索
牛
子
や
栄
実
を
一
日
量
一
分
に
制
限
さ

れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
事
実
上
禁
止
に
ひ
と
し
く
、
何
の
薬
効
も
期
待
で
き
な
い
。

②
普
通
薬
は
医
用
量
を
も
っ
て
許
可
し
た
方
が
よ
い
。

①
毒
劇
薬
の
許
可
範
囲
の
拡
張

薬
局
法
と
同
一
程
度
ま
で
、
許
可
範
囲
を
広
喜
げ
ら
れ
た
い
。
局
法
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
は
百
分
中
一
○
分
で
あ
る
が
、
売
薬
の
合
場
に
は
五
分
で
な
い
と
現

在
は
許
可
さ
れ
な
い
。

と
く
に
注
意
を
必
雲
要
と
す
る
も
の
は
除
く
。

売
薬
の
品
質
向
上
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
局
法
の
稀
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
は
二
・
六
％
の
含
有
量
で
普
通
薬
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
の
に
、
売
薬

の
場
合
は
一
％
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

の
自
由
化
。
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医
師
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
売
薬
に
つ
い
て
の
根
強
い
不
信
感
が
あ
る
の
に
加
え
て
、
売
薬
税
廃
止
に
よ
る
売
薬
の
急
進
出
が
既
成
の
医

療
シ
ス
テ
ム
を
乱
し
、
一
方
で
売
薬
業
者
は
不
当
な
価
格
で
暴
利
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
は
東
京
・
大
阪
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
同
業
組
合
か
ら
反
対
の
陳
情
が
相
次
い
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ

の
内
容
を
集
約
す
れ
《
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
い
う
の
》

で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

医
師
団
と
の
対
立

六
年
（
大
正
一
五
）

口
雄
幸
内
務
大
臣
宛
て
に
お
こ
な
っ
た
。

②
処
方
を
公
開
し
て
も
専
門
知
識
を
も
た
な
い
需
要
者
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
薬
品
を
選
択
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

③
売
薬
は
薬
剤
師
ま
た
は
薬
剤
師
を
使
用
す
る
も
の
に
限
っ
て
製
造
が
許
可
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
医
師
の
処
方
・
投
薬
と
同
様
で
あ
り
、
売
薬

①
売
薬
税
廃
止
の
結
果
は
定
価
引
き
下
げ
、
容
量
増
加
・
内
容
充
実
と
い
う
形
で
需
要
者
に
還
元
さ
れ
て
お
り
、
過
渡
期
に
お
け
る
少
数
の
事
例
で
判
断

＠
定
価
に
許
可
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
ｃ

③
売
薬
広
告
の
取
締
に
違
反
す
る
も
の
に
体
刑
を
加
え
る
こ
と
。

に
の
承
処
方
公
開
を
強
制
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。

し
て
は
升
野
ら
な
し
く

①
売
薬
の
成
分
内
容
の
公
示
を
強
制
す
る
こ
と
。

と
い
う
の
が
、
そ
の
出
発
点
で
あ
り
、
和
漢
薬
軽
視
と
医
家
用
薬
品
と
の
間
の
差
別
が
業
界
の
大
き
な
反
発
を
呼
ん

の
ち
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
医
師
会
は
売
薬
税
廃
止
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
が
、
そ
の
廃
止
直
後
の
一
九
二

六
年
（
大
正
一
五
）
に
そ
の
総
会
の
決
議
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
の
建
議
を
若
槻
礼
次
郎
内
閣
総
理
大
臣
と
浜

一
一
一
一
一
４
｜
・９



第4章大和売薬の近代化

こ
の
過
程
で
全
国
売
薬
団
体
連
合
会
は
各
地
の
同
業
組
合
な
ど
に
激
を
発
し
て
反
対
運
動
を
く
り
広
げ
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
も
組
長

以
下
幹
部
が
上
京
し
、
全
国
連
合
会
や
東
京
・
大
阪
・
京
都
な
ど
の
同
業
組
合
と
連
携
し
、
ま
た
奈
良
県
選
出
代
議
士
の
協
力
を
も
え
て

法
案
阻
止
に
全
力
を
つ
く
し
た
が
、
つ
い
に
三
月
二
五
日
に
貴
族
院
を
も
通
過
し
て
運
動
は
挫
折
し
た
。

こ
の
運
動
の
唯
一
の
成
果
は
、
貴
族
院
本
会
議
で
浜
口
雄
幸
内
務
大
臣
の
「
将
来
特
別
法
ヲ
モ
チ
マ
シ
テ
売
薬
法
ノ
原
則
ヲ
変
更
ス
ル

ト
イ
フ
考
〈
、
政
府
ト
シ
テ
持
ツ
テ
オ
リ
マ
セ
ヌ
、
売
薬
法
ノ
原
則
ノ
変
更
〈
売
薬
法
自
体
ノ
改
正
一
二
ツ
ノ
ヵ
至
当
デ
ァ
ラ
ウ
ト
考
ヘ

テ
オ
リ
マ
ス
」
と
い
う
答
弁
を
引
き
出
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
上
の
経
過
に
つ
い
て
は
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
『
花
柳
病
予
防
法
修
正

テ
オ
リ
ー
電
ス
」
と
い
う
答
令

案
反
対
運
動
経
過
報
告
書
』

加
え
ら
れ
た
う
え
で
衆
議
院
を
通
過
す
る
と
い
う
形
で
一
部
実
現
を
ぶ
た
・

し
か
し
、
こ
の
医
師
会
の
建
議
は
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
の
一
‐
花
柳
病
予
防
法
」
の
修
正
案
と
し
て
、
こ
れ
に
関
係
す
る
売
薬
は

そ
の
成
分
・
分
量
が
不
明
の
と
き
は
そ
の
本
質
お
よ
び
製
造
法
の
要
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
項
（
第
七
条
）
が
つ
け

⑦
売
薬
広
告
の
取
り
締
り
の
励
行
に
つ
い
て
は
異
議
は
な
い
が
、
売
薬
法
に
制
裁
規
一

を
課
す
る
の
は
過
重
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
法
の
精
神
に
も
と
る
も
の
で
あ
る
。

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

④
売
薬
は
き
び
し
い
検
査
を
受
け
て
お
り
、
処
方
夏
公
開
は
こ
の
検
査
制
度
の
否
定
に
つ
な
が
る
。

⑤
料
学
的
な
証
明
は
完
全
で
は
な
い
が
、
長
年
の
経
験
に
よ
っ
て
効
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
薬
物
が
あ
り
、
ま
た
配
伍
に
よ
っ
て
総
合
的
な
治
効
を
も
つ

も
の
も
あ
っ
て
、
単
に
処
方
を
公
開
し
て
も
専
門
家
で
も
容
易
に
選
択
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

⑥
売
薬
の
価
格
は
市
場
の
法
則
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
り
、
暴
利
的
な
商
品
は
自
然
陶
汰
さ
れ
る
。
価
格
へ
の
干
渉
は
売
薬
の
健
全
な
発
達
を
阻
害
す
る
こ

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

売
薬
法
に
制
裁
規
定
（
二
○
○
円
以
下
の
罰
金
）
が
す
で
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
体
ゞ
刑
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